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原点は「船乗りの命を守りたい」

1970年1月
福島県小名浜で起きた海難事故
15名の命が奪われる
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ウェザーニューズのこれまでの歴史

76億人の情報交信台
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会社概要
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創業 1986年6月

上場市場 東証一部

グローバルセンター 千葉市幕張

代表者 草開千仁（くさびらきちひと）

資本金 17億6百万円

連結売上高 158億7400万円 (2018年5月末現在)

社員数 943人（海外147人） (2018年11月末現在)

拠点数 21カ国36拠点 (国内:11拠点/運営:7拠点) (2018年11月末現在)



海外拠点
パリセンター コペンハーゲンセンター

オクラホマセンター

グローバルセンター

マニラ
オペレーションセンター

ヤンゴン
オペレーションセンター

アムステルダムセンター
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44市場に展開するサービス



(費用対効果)

気象庁との違い
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交通気象サービスの具体例（航海）

〜航海・フリートの最適化サービス(Optimum Ship Routeing)〜
●個別航海・個別船の安全・ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理、燃料節減
●フリートの安全監視、動静管理パフォーマンス管理

安全限度内における航海のスケジュールとコストのベストバランスを達成するためのリスクコミュニケーションサービス
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最適航路推薦

３極運営で世界の約7,000隻の船をモニタリング



チャンスを最大に
廃棄ロスを最小に

コンビニエンスストア
向けサービスでは、販売特性と気象情報
の関係を分析、毎日情報を更新・提供

商業気象サービスの具体例（商業）

Keywordは費用対効果



個人向けサービス（BtoS）

１日18万通のウェザーリポート

利用者自らが参加することによって新たな価値を創造
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先駆けて記録的豪雨を注意喚起

予報見解を受けて、どこよりも早く2日(月)より大雨の情報を伝えていた。
5日(木)には「歴史的豪雨」に関する啓蒙サイトをリリース。一部有料で提供していた
コンテンツも含めて、無料で開放。各TPFはもちろん、大雨になりそうなエリアに対して
バナーやPUSHで注意喚起を行った。

▼7月2日(月)の記事

▼啓蒙サイト

Twitterとの協業プロジェクト「#減災リポート」を募集

Twitter Japanと連携し、「＃減災リポート」を活用したリアルタイムの情報共有を行った。

▲ハッシュタグ「#減災リポート」と位置情報を入れて
Twitterでつぶやくと、右MAPにプロットされる

4,000近くの投稿が
集まる！

被害状況のアンケートを実施＆結果を最速でニュース配信

記録的豪雨による被害状況の把握、救出や復旧作業、減災につなげるために、
TPFでアンケートを実施。約23,000もの報告を元にニュースをいち早く配信した。
➡Yahoo!や読売新聞、テレビ等に多く取り上げられた

▼アンケートサイト

▼Yahoo! ▼グッド! モーニング

個人向けサービス（BtoS）

平成30年 西日本豪雨における利用者（サポーター）との新たな取り組み



ウェザーニューズの夢
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中期Vision （2012年からの10年間）
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売上高

LOOP・T-MAXによる
サービス高度化

合計10,000隻

ESMによる
オーナー市場展開

OSRサービス提供中
4,200隻

サービス未使用
2,000隻

他社サービス利用中
3,800隻
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航海気象

第４成長期のTarget：10,000隻へのOSR提供に向けて

【Key for Success】

⚫ AI/言語解析技術者

⚫ データ基幹インフラ

⚫ 衛星
LOOP・T-MAXによる
ブランドスイッチ

第33期中間時点におけるOSR展開状況



タイ国鉄との打合せの様子

第４成長期のTarget：Major Alliance 航空会社 80% へのサービス提供

15

航空気象



タイ国鉄との打合せの様子

アジア展開の状況

【Key for Success】

⚫ 気象観測インフラ

⚫ サービス企画人材

⚫ サービス開発パートナー
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航空気象

既存顧客 新規獲得顧客



環境気象

環境気象市場
環境から直接影響を受け、環境に直接影響を与える市場
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エネルギー 流通・小売

予備力の最適化
＋

CO2 大気放出最小化

商機拡大
＋

食品廃棄最小化

収穫増加
＋

農薬散布最適化

【Key for Success】

⚫ グローバルIT開発人材

⚫ データ基幹インフラ

農業



滞留

・参加型コンテンツ
・UI / UX
・当たる天気予報

引き込み施策

・Trans Platform
・ASO・SEO
・広告キャンペーン

気象アプリユーザー
6,000万人

【Key for Success】

⚫ ASO・SEO技術者

⚫ 広告キャンペーン

⚫ データ基幹インフラ

⚫ AIエンジニア

No.1気象ポータルサイトへ

Ｂ to Ｓ
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BtoS事業の新たな柱 広告事業
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・ウェザーニューズならではのコンテンツを活用した多種多様な広告事業を展開。
・他企業とのコラボレーションを通じてホームページやアプリへのトラフィック増加も実現。

コラボ広告

▲除菌予報（大王製紙）

▲天気予報＋生活指数（ユニクロ）

ニュース広告 動画広告

▲企業公式Ch(YouTube)

他企業との
連動コンテンツ

▲各種ニューズメディア
への記事掲載 (SmartNews)

▲雪の高速道路影響予測
NEXCO東日本らと連携



業績目標 （第4成長期 最終年）
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⚫積極投資により2022.5期(第36期)へ向けた継続成長を実現
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基幹インフラ Version Up

⚫リアルタイムデータの処理に加え、蓄積データを効率的に解析できる基幹インフラへ投資

→ 自然エネルギー・航海気象・BtoSなどをはじめとしたサービスの高度化へ
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気象観測インフラ整備

⚫北極海航路支援をはじめとする、衛星を活用した新価値創造サービスの創出

⚫各国気象庁と連携しながら新興国への観測機網の展開を加速
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人材への継続的投資

⚫グローバル人材・IT開発人材の確保へ向けた継続的な投資



How much の前に

“How Wonderful”
•まず、楽しいことをやろう

（価値創造を無常識に）

•楽しい仲間とやろう

（シンボリックカスタマーとの共創）

•3年以内の利益の見通し

“How Wonderful”から入ろう
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もしも、航路として利用できれば

これまでの航路より2/3から半分程度の距離、
燃料消費量になる。実現できれば、

どんなに素晴らしい（How Wonderful!）だろう！ 25



How Wonderfulから生まれたサービス

大きなメリットがある北極海航路を利用したい

How Wonderful!

衛星はベンチャーと組み、サービスは
海運会社と一緒に創造

共創

民間初商用の超小型衛星打ち上げ
2013年１１月２１日

無常識

でも観測情報は少ないし、
自分たちだけでは難しい…

Polar Routeing（北極海航路）サービススタート
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津波被害の軽減を目指した協業
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インドネシア気象庁（BMKG）と協業し津波予測・警報発表への
技術的支援を行い、インドネシアの津波被害の軽減を目指そう！

▲覚書の締結（2016年）

How Wonderful!

無常識 協業

TSUNAMIレーダー設置を目指した準備
＆災害時の特設サイト開設

インドネシア気象庁との覚書の
締結により、相互協力体制を実現

▲スラウェシ島の地震災害サポートのための
特設サイト開設（2018年10月）



株主還元

方針

「高貢献、高収益、高分配」の基本理念の下、TGビジネスが継続的に成長して
いることから、期初計画の１株あたり年間配当金基準100円を据え置き、中間配
当を50円とします。

直近の配当実績
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中間配当 期末配当 合計(年間)

2016.5期 35円 65円 100円

2017.5期 50円 50円 100円

2018.5期 50円 50円 100円

2019.5期 50円 (予想) 50円 (予想) 100円




